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情報システムの災害対策の基本的な考え方（チェックリスト抜粋）
■情報システムの災害対策・コンティジェンシープラン
＜限定的・安定的・継続的な運用＞
・現在障害を受けている情報システム、今後受ける可能性を見据えて対応する必要がある。

□限定的の考え方

稼働を絶対優先すべき情報システムを明確にしているか。
・稼働を絶対優先すべき情報システムを全社的な観点から明確にする必要がある。

・状況により優先すべき情報システムを見直す必要がある。

→重要システムを識別・特定しているか。

（重要システムの基準を明確にしているか。重要システムを見直しているか。）

（社会的システム、顧客利用システム、販売管理システム、給与計算システム、～）

→稼働すべき情報システムの優先順位を明確にし、組織として承認しているか。

→稼働に必要な条件を明確にし、対策を講じているか。

稼働すべき情報システムの優先順位は、社会・組織ポリシーとの整合性を検証しているか。
・稼働システムの優先順位は社会・組織ポリシーとの整合性を検証している必要がある。
・政府・関係官庁・自治体・組織のポリシーと優先順位は整合している必要がある。
□安定的・継続的の考え方
・重要情報システムの長時間の稼働停止、現状に回復できなくなる事態を回避する。

情報システムの停止時の影響範囲と回復の許容時間を事前に明らかにしているか。
・重要システム特定の基準にする。（データ件数、利用者数・利用者の範囲～）
・回復の優先順位を明確にし、組織として承認していること。
・情報システムの停止時の現実の作業指針となる手順書を定め、承認しているか。

・情報システム停止時を想定し、回復の許容時間の取扱の評価・判断、代替案の実施を含めて、現実の作業の指針となる手順を事前に定め組織として承認する必要がある。

・必要なバックアップをすべて取得しているか。
→バックアップのテストを実施し、実施結果を権限者が確認しているか。

（以下、続く）
■発生時編：１．情報収集、２．対策立案、３．意思決定、４．現場指示、５．説明責任・広報

■大前提・・・
・コンティンジェンシープランの大原則：生命の安全と２次災害の防止

・社会的公器としての組織、ゴーイングコンサーンのバランス

→社会的使命を果たす、そのために犠牲を払う精神・覚悟の必要性
（インターギデオン川辺良和：経済産業省「システム管理基準」解説書災害対策執筆）

